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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年11月11日(2010.11.11)

【公表番号】特表2010-505977(P2010-505977A)
【公表日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2009-530842(P2009-530842)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/66     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 323/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/46    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/66    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 323/22    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/10    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）少なくとも１つの硬化剤と
　（ｃ）少なくとも１つの着色剤と
を含み、
　エチレン性不飽和光重合性化合物（ａ）が、ポリエステルアクリレートであり、硬化剤
（ｂ）が、フェニルグリオキシレート型の光開始剤化合物であり、そして着色剤（ｃ）が
、ＵＶ及び短可視光線吸収非白色着色剤であることを特徴とする
光重合性組成物。
【請求項２】
　着色剤（ｃ）が、着色顔料又は染料、特に黄色、橙色、赤色、緑色及び黒色顔料又は染
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料からなる群より選択される着色顔料又は染料である、請求項１記載の光重合性組成物。
【請求項３】
　フェニルグリオキシレート型の硬化剤が、式Ｉ又はＩａ：
【化２１】

〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、又はＮＲ１２であり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されて
いるＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくは
フェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シ
クロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されて
いるフェニル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、又はＣ２～Ｃ１２アルケニルであり；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されているＣ

１～Ｃ２０アルキレン；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェ
ニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シク
ロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニレン；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキレン、又はＣ２～Ｃ１２アルケニレンであるか
、或いは下記：
【化２２】

の基のうちの１つであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ

８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
り；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
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中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルであり；
　Ｒ１３は、水素又はＣ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｅは、カチオンである〕
で示される化合物である、請求項１記載の光重合性組成物。
【請求項４】
　成分（ａ）及び（ｂ）及び（ｃ）に加えて、更なる光開始剤（ｅ）及び／又は更なる添
加剤（ｄ）を含む、請求項１記載の光硬化性組成物。
【請求項５】
　組成物全体に基づいて０．０５～１５重量％の硬化剤（ｂ）を含む、請求項１記載の光
硬化性組成物。
【請求項６】
　着色組成物を硬化する方法であって、
　請求項１で定義された着色組成物を基材の少なくとも１面に適用すること、及び
　組成物を２００～６００nmの範囲の光で照射すること
を含む方法。
【請求項７】
　２００～６００nmの波長範囲の光で照射することにより、ＵＶ及び短可視光線吸収着色
剤を含む着色ＵＶ硬化性組成物を硬化するための、硬化剤としてフェニルグリオキサレー
ト型の光開始剤化合物を使用する方法。
【請求項８】
　請求項１記載の着色組成物で少なくとも１面が被覆された被覆基材。
【請求項９】
　着色表面被覆、印刷インク、スクリーン印刷インク、オフセット印刷インク、フレキソ
印刷インク、粉末被覆、印刷版、接着剤、複合材料、ゲルコート、ガラスファイバーケー
ブル被覆、スクリーン印刷ステンシル、レジスト材料、立体リソグラフによる三次元物品
用、写真再生用又は画像記録材料用カラーフィルターの製造のための、請求項１記載の組
成物。
【請求項１０】
　式（Ｉｂ）：
【化２３】

〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ又はＳ、特にＯであり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキルであるか又はＣ５～Ｃ８シクロア
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ルキルであり、これは非置換であるか又は直鎖若しくは分岐鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルで置
換されており；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ

８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
り；
　但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６のうちの少なくとも１つはＳＲ７であり；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；そして
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルである〕
で示される化合物。
【請求項１１】
　下記：
【化２４】

で示される化合物。
【請求項１２】
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）光開始剤として、少なくとも１つの、請求項１０で定義された式（Ｉｂ）の化合
物又は請求項１１で定義された式（１）、（２）、（３）又は（４）の化合物と
を含む、光重合性組成物。
【請求項１３】
　エチレン性不飽和二重結合を含有する化合物の光重合の方法であって、請求項１２記載
の組成物に１５０～６００nmの範囲の電磁放射線、又は電子ビーム、又はＸ線を照射する
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ことを含む方法。
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